
PowerQuery（パワークエリ）とは

MicrosoftOfficeのExcelが提供しているExcelの

機能の一つで、Excelのシートと、外部データと

の連携や、連携の際のデータの加工、列の追加や

抽出等を定型化する機能です。

業務効率化を目指していく中で、避けて通れない

のがExcelによる集計業務や毎日のレポート作成

などの定型業務です。乱立したExcelファイルで

の管理をやめたいと思っても、代替案が見つから

ず諦めてしまう方もいらっしゃるかも知れません。

データにどのような不具合が存在しているのか確

認する事が重要です。データの不具合の修正作業

が他のデータにどのような悪影響を及ぼすかを検

証し、整理します。そうする事で、データ集計の

作業効率がUPします。
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PowerQueryとは

PowerQuery（パワークエリ）とは、MicrosoftOfficeの

Excelが提供しているExcelの機能の一つです。Excelの

シートと、外部データとの連携や、連携の際のデータの加

工、列の追加や抽出等を定型化する機能です。

連携するデータとしては、xlsxファイルやxlsファイル・、

CSVファイル・テキストファイル・Web上のJSONデータな

どとの連携を行う事が出来ます。
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PowerQueryの3つの流れ

データの

取得

エディター

編集

データの

出力

ソースから
データを取り込む

STEP① STEP② STEP③

取り込んで
データを加工する

Excelブックに落とす
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STEP①

データの
取得

Excelのブック・テキストファイル・CSVファイル・WEBから
情報を取得する事が可能

エディター
編集

STEP②

4つの種類から構成されている。
・データ ・タブとコマンド ・クエリの設定
・適用したステップ

データの
出力

STEP③

エディター編集で編集したデータをExcelブックに出力

memo

Power Query（パワークエリ）とは、Excel2016以降から
標準になった機能のひとつであり、主に各種データの取り
込み、そのデータの整形・加工（データの変換、列の追加、
並べ替え等）といった一連の定型作業を自動化することが
できます。

PowerQueryの3つの流れ
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クエリオプション設定を使うと、後々作業効率UPへと繋が

ります。
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PowerQueryの初期設定

クエリの読み込み先を既存で接続専用に設定する

①アクティブセル

デフォルト設定の場合

②【データ】タブ

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】のセルをアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

④【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。
※先頭行をテーブルの見出しとして使用するにデフォ
ルトでチェックがついて居るのでそのままにします。

【OK】ボタンを押します。
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【PowerQueryエディター】が起動します。

PowerQueryエディターを閉じて読み込む

①【ホーム】タブ

②【閉じて読み込む】

③【閉じて読み込む】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【閉じて読み込む▼】をクリックします。
③【閉じて読み込む】をクリックします。
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memo

Power Query（パワークエリ）の読み込み先を既存で接続
専用に設定しないと、新規で作成したクエリは、新しい
シートにテーブルとして新規に読み込まれてしまいます。
シートを削除したり、元のシートに接続しなければなりま
せん。そう言った手間を省く場合、クエリの詠み込み先を
既存で接続専用にしておくことをオススメします。

すると新しい【テーブル1】シートが出来ます。
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クエリの読み込み先を既存で接続専用に設定する

①【データ】タブ

②【データの取得】

③【クエリオプション】

①【データ】タブをクリックします。
②【データの取得▼】をクリックします。
③【クエリ オプション】をクリックします。

チェックを外す

クエリのオプションウィンドウが開きます。
【データの読み込み】
【ワークシートへの読み込み】のチェックを外します。
【OK】ボタンを押します。
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プライバシー レベル 変更

初期設定 では 他人が開くとプライバシーレベルに関する注
意のウィンドウが開いてしまいます。毎回PowerQueryで
設定した、Excelファイルを開く時、プライバシーレベルを
無視するのは手間がかかります。オプション設定でプライ
バシーレベルに関する注意ウィンドウが出てこないように
設定する事が可能です。（自己責任で行って下さい）

①【データ】タブ

②【データの取得】

③【クエリオプション】

①【データ】タブをクリックします。
②【データの取得▼】をクリックします。
③【クエリ オプション】をクリックします。

チェック

クエリのオプションウィンドウが出てきます。
【プライバシー】項目の
【常にプライバシーレベル設定を無視します】に
チェックを入れます。【OK】ボタンを押します。
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ヘッダーを自動的に表示しない

テーブル化しないで、データを取得した際、1行目を列名と
して判断する（ヘッダーと言います。）初期設定では、
ヘッダーが自動的に表示されますが、初期設定では表示さ
せないのがオススメです。
※オプションの設定は、操作したブックのみ適用となりま
す。

チェックを外す

クエリのオプションウィンドウで、
【非構造化ソースの列の方とヘッダーを検出する】に
チェックを外します。
【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryの画面構成

①【右クリック】

PowerQueryエディタの開き方（ショートカット）

②【テーブルまたは、範囲からデータを取得】

①【A1】のセルをアクティブセルにします。
②【テーブルまたは範囲からデータを取得】をクリックし
ます。

③【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。
※先頭行をテーブルの見出しとして使用するにデフォルト
でチェックがついて居るのでそのままにします。

【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタの画面が起動します。

PowerQueryエディタの画面構成

①

②

⑥

⑤

①【タブ】
②【閉じて読み込む】
③【書式の修正（数値をテキストに変換する等）】
④【数式バー】
⑤【クエリ設定】
⑥【自分の操作した項目のステップ】
⑦【プレビューペイン】

③
④

⑦
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PowerQueryエディタを閉じる

①【閉じて読み込む▼】

②【閉じて次に読み込む】

①【閉じて読み込む▼】をクリックします。
②【閉じて読み込む】をクリックします。

表が【テーブル】となります。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
③【テーブル】にチェックを入れます。
【OKボタン】を押します。
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データのテーブル設定の解除方法

PowerQueryエディタからExcelに読み込むと表がテーブル
化します。ここではテーブル化した表を解除します。

②【テーブルデザイン】タブ

①表の中をクリック ③【クリア】

①【表の中をクリック】をクリック
②【テーブルデザイン】タブをクリック
③【クリア】をクリック

青のままでデータベース設定が解除されます。
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②【データ】タブ

③【範囲に変換】

①表のどこかをアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【範囲に変換】をクリックします。

①表のどこかをアクティブセル

【テーブルを標準の範囲に変換しますか？】ダイアルボッ
クスが出てきます。
【はい】をクリックします。

テーブルが解除されます。
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データの取得

テーブル又は範囲からデータの取得

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

②【データ】タブ

①【A1】のセルをアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲からデータを取得】をクリックし
ます。

④【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。
※先頭行をテーブルの見出しとして使用するにデフォルト
でチェックがついて居るのでそのままにします。

【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタの画面が起動します。

テキストまたはCSVから

①アクティブセル

②【データ】タブ

③【テキストまたはCSVから】

①【A1】のセルをアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テキストまたはＣＳＶから】をクリックします。
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④【クリック】

⑤【インポート】

【元のファイル】（日本語（シフトJIS）
【区切り記号】（コンマ）
文字化けしてないか？と確認します。

④【CSVファイル】をクリックします。
⑤【インポート】をクリックします。
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【データの変換】をクリックします。

PowerQueryエディタで読み込みが出来ます。
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Excelファイルからデータの取り込み

①【データ】タブ

②【データの取得】

③【ファイルから】 ④【ブックから】

①【データ】タブをクリックします。
②【データの取得▼】をクリックします。
③【ファイルから】をクリックします。
④【ブックから】をクリックします。

⑤【クリック】

⑥【インポート】

⑤【ファイル】を選択します。
⑥【インポート】をクリックします。

データの取得
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⑥【クリック】

すると、Excelファイルの情報や、シートの情報が出てきま
す。どのファイルのシートかを選択します。

⑥【売上管理表】シートをクリックします。
⑦【データの変換】をクリックします。

⑦【データの変換】

PowerQueryエディタで読み込みが出来ます。
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フォルダの中にあるCSVファイルを全部取り込む

①【データ】タブ

②【データの取得】

③【ファイルから】

④【フォルダから】

①【データ】タブをクリックします。
②【データの取得▼】をクリックします。
③【ファイルから】をクリックします。
④【フォルダから】をクリックします。

⑤【フォルダ】を選択

⑥【開く】

⑤【フォルダ】を選択します。
⑥【開く】ボタンを押します。

データの取得
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⑦【一覧表】を確認

⑧【データの変換】

⑦【一覧表】の確認をします。（Excelのデータ全部が入っ
ているか確認）
⑧【データの変換】をクリックします。

⑨ファイルのリストが表示されます。
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⑪【右クリック】

【ファイル名・拡張子・作成日・更新日・フォルダのパス】

⑩【content】に入っているものが【CSV】ファイルなの
でそれ以外のものは削除します。

⑫【他の列の削除】

⑪【content】の場所を右クリックします。
⑫【他の列の削除】をクリックします。

【content】以外のものが全て削除されます。
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⑬【fileの結合】

⑬【fi leの結合】をクリックします。

【fi leの結合】をして良いか確認画面が出てきます。
【OK】ボタンを押します。
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【フォルダの中にある】全てのExcelファイルがインポート
されます。

【フォルダ】

【ヘルパークエリ】

上記の赤で囲った部分は【ヘルパークエリ】と言ってExcel
が自動で作成するものです。特に気にする必要ありません。
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⑭上記のマークを押して非表示にします。

非表示になります。
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⑮【売上管理表】

⑮【売上管理表】をクリックすると、Excelファイルを
PowerQueryエディタで確認する事が出来ます。
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webページからデータをインポート

データの取得

今回はウィキペディアの人口の推移をインポートしていき
ます。

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/日本の人口統計

※ウィキペディアはクリエイティブコモンズの表示・認証ライセンスなので、

使用可能です。詳しくは利用規約を参照してください。
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webページからデータをインポート

データの取得

今回はウィキペディアの人口の推移をインポートしていき
ます。

https://ja.m.wikipedia.org/wiki/日本の人口統計

※ウィキペディアはクリエイティブコモンズの表示・認証ライセンスなので、

使用可能です。詳しくは利用規約を参照してください。
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①【データ】タブ

②【Web】から

①【データ】タブをクリックします。
②【Web】からをクリックします。

③アドレスを入力

【Webから】作業ウィンドウが開きます。
③【アドレス】を入力します。
【OK】ボタンを押します。
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ナビゲーター作業ウィンドウが開きます。

④【クリック】

④表示オプションの項目をクリックするとプレビュー画面
が出ます。
項目名とプレビュー画面が一致したら【データの変換】を
クリックします。

プレビュー画面
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すると【PowerQueryエディター】画面が開きます。

⑤【ホーム】タブ

⑥【閉じて読み込む▼】

⑦【閉じて次に読み込む】

⑤【ホーム】タブをクリックします。
⑥【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑦【閉じて次に読み込む】をクリックします。
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すると【データのインポート】ダイアルボックスが出てき
ます。
【テーブル】を選択し、【既存のワークシート】を選択し
【OK】ボタンを押します。

上記の様に【Excelシート】へ抽出されます。
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PowerQuery基本設定

ウィンドウの表示

右側にある、【クエリと接続ウィンドウ】から操作します。

①【データ】タブ

②【クエリと接続】

【クエリと接続ウィンドウ】が無い場合は、
①【データ】タブをクリックします。
②【クエリと接続】をクリックします。
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【クエリと接続ウィンドウ】が表示されます。

右クリック

クエリの基本操作は【クエリ】にマウスポインターをあて
て【右クリック】する事でメニューが表示されます。
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①右クリック
②【編集】

①【売上管理表】を右クリックします。
②【編集】をクリックします。

PowerQueryのエディター画面で編集出来ます。
必要に応じてPowerQueryエディターで編集して行きます。

他にも削除や名前の変更をする事が可能です。



chapter4

38

テーブルでワークシートへ接続する

①右クリック

②【読み込み先】

①【売上管理表】を右クリックします。
②【読み込み先】をクリックします。

【データのインポート】ダイアルボックスが出てきます。
ここでデータのインポートをします。

【新規ワークシート】にチェックをすると、新規にワーク
シートで作成されます。

PowerQuery基本設定

PowerQueryエディタでクエリを整形した後のテーブルを、

何処に読み込ませるのか？と言う事を設計出来ます。
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名前の変更

PowerQuery基本設定

①右クリック

②【名前の変更】

①【テーブル】クエリを右クリックします。
②【名前の変更】をクリックします。

上記の様に、ワークシート上でも名前の変更が可能です。
PowerQueryエディタを起動しなくても、クエリ名を変更
できるので、クエリのみを変更したい場合はとても有効で
す。
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PowerQueryデータのクレンジング

半角、全角が混ざっていたり、不要なスペースがあるよう

な時、データをそのままつかうことはできません。データ

のクレンジングという作業が必要です。 データのクレンジ

ング作業を短時間で効率よく済ませるには、どうしたら良

いのでしょうか？そのために今回は元のデータを保ったま

ま、PowerQueryエディタを使います。

データのクレンジング4つの流れ

データ確認
データ整理

目的

クレンジング

作業の設定

クレンジング

作業

STEP① STEP② STEP③ STEP④
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データ確認

STEP①

まずは対象となるデータの確認をします。

データ整理
目的

STEP②

分析をする際に必要となる整理すべきデータが何であるかを確認します。データベー
スによっては、氏名などが重複する顧客リストが有ったりします。又、大文字と小文
字が混合していたり、データの型が違ったりしている際は確認が必要です。

クレンジング
作業の設定

STEP③

データ整理の目的と整理するべきデータ項目をもう一度確認し、絞った整理する対象
を決定した上で、データにどのような不具合が存在しているのか確認する事が重要で
す。データの不具合の修正作業が他のデータにどのような悪影響を及ぼすかを検証し、
整理します。そうする事で、データ集計の作業効率がUPします。

クレンジング
作業

STEP④

データクレンジングでは作業の設計が重要です。クレンジングの作業設定を構築して
からクレンジング作業を開始します。

データのクレンジング4つの流れ②
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PowerQueryデータのクレンジング

①重複の削除

上記の黄色いセルは、同じデータが重複してます。
この重複の削除方法を解説します。

①ダブルクリック

①売上管理表クエリをダブルクリックします。
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PowerQueryエディタが起動されます。

②右クリック

③【重複の削除】

② Noを右クリックします。
③【重複の削除】をクリックします。

重複が削除されます。
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PowerQueryデータのクレンジング

②入力漏れ フィル

この様な売上管理表の黄色いセルに【営業一課】【営業二

課】と入力漏れが有ります。未入力を解消したいと言う

ケースが有ります。その場合、フィルと言うコマンドが有

効です。
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①ダブルクリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。

PowerQueryエディタが起動されます。
ワークシート上で、空白セル（ブランク）はPowerQuery
エディターでは【Null】と表示されます。
データが入ってない事を意味します。
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①クリック

②【変換】タブ

③【フィル】

①入力したい列を選択します。
②【変換】タブをクリックします。
③【フィル▼】コマンドをクリックします。

それぞれ、最上段に営業一課・営業二課の文字があるので
④【下】を選択します。

④【下】
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【Null】と表示された所に、【営業一課】【営業二課】が
コピーされます。

【適用したステップ】に操作履歴が残ります。操作を間
違った場合は【×】をクリックします。
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PowerQueryデータのクレンジング

③小文字を大文字に変更

黄色のセルの小文字のアルファベット【a】を大文字のアル
ファベット【A】に変更します。

①クリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。
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①クリック

②【変換】タブ

③【書式▼】

④【大文字】

①入力したい列を選択します。
②【変換】タブをクリックします。
③【書式▼】コマンドをクリックします。
④【大文字】をクリックします。

全て【大文字】に変更されます。
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【適用したステップ】に操作履歴が残ります。操作を間
違った場合は【×】をクリックします。

PowerQueryデータのクレンジング

④【カテゴリー】列を営業一課だけ抽出

上記の黄色のセルの部分【営業一課】だけを絞り込みます。
PowerQueryエディタのフィルター操作を使用します。
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②【フィルター】

①クエリをダブルクリックして、PowerQueryエディタを
立ち上げます。

③【テキストフィルター】
④【指定の値に等しい】

PowerQueryエディタが立ち上がります。

②【フィルター】ボタンをクリックします。
③【テキストフィルター】にマウスポインタをあてます。
④【指定の値に等しい】をクリックします。
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⑤【営業一課】

【行のフィルター】ウィンドウが出てきます。
⑤【営業一課】を選びます。
【OK】ボタンを押します。

すると【営業一課】のデータだけを残す事が出来ます。

【適用したステップ】に操作履歴が残ります。操作を間
違った場合は【×】をクリックします。
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PowerQueryデータのクレンジング

⑤データ型の変更コマンド

①クリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。

PowerQueryエディタが立ち上がります。

売上日の日付に時刻までついてしまっています。
【データ型】を日付のみに変更していきます。
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①クリック

①見出し名の左側にあるボタンをクリックします。
任意のデータ型から選ぶ事が出来ます・
②【日付】をクリックします。

②【日付】

列タイプの変更ウィンドウが出てきます。
③【現在のものを置換】をクリックします。

③クリック

すると売上日が日付に変換出来ます。
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売上の金額が【テキスト型】になっている【数値】に変更

①【クリック】

②【確認】

上記を【クリック】して確認すると【テキスト】として扱
われています。数値型に変更します。

【整数】

【整数】に変更します。
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すると上記の様にErrorになってしまいます。
これは、単位の【円】と言う型がテキスト扱いになってい
るため、データ型を整数に変えるとエラーとなります。

通貨の型に変える際、【円】と言う余分な文字を削除する
必要が有ります。

②列をクリック

③【値の置換】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【列】をクリックします。
③【値の置換】コマンドをクリックします。

①【ホーム】タブ
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値の置換で
【検索する値】を【円】
【置換後】を【空白】にします。
【OK】ボタンを押します。

文字を除去する事が出来ます。

①【クリック】

②【整数】

①クリックします・
②【整数】をクリックします。
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【文字列】を【数値】に変換出来ます。

PowerQueryデータのクレンジング

⑥列の分割方法

上記の黄色のセルの【姓】と【名】を分割します。
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①ダブルクリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。

PowerQueryエディタが立ち上がります。

①クリック

氏名の列を選択します。
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②【ホーム】タブ

③【列の分割】

④【区切り記号による分割】

②【ホーム】タブをクリックします。
③【列の分割】をクリックします。
④【区切り記号による分割】をクリックします。

⑤【カスタム】

⑤【カスタム】を選びます。
⑥【OK】ボタンを押します。

【姓】と【名】が分割されます。
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PowerQueryデータのクレンジング

⑥列の分割方法2

住所を上記の様に分割します。
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②【ホーム】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をクリックします。
②【ホーム】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェッ
クを入れます。
【OK】ボタンを押します。

⑤【変換】タブ
⑥【値の変換】

⑤【変換】タブをクリックします。
⑥【値の変換】をクリックします。
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【値の置換】ウィンドウが開きます。
⑦【検索する値】は【県】と入力します。
⑧【置換後】は【県_】と入力します。

【OK】ボタンを押します。

【値の置換】ウィンドウが開きます。
⑨【検索する値】は【東京都】と入力します。
⑩【置換後】は【東京都_】と入力します。

【OK】ボタンを押します。
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上記の様に【_】で分割します。

⑪【ホーム】タブ

⑫【列の分割】

⑬【区切り記号による分割】

⑪【ホーム】タブをクリックします。
⑫【列の分割】をクリックします。
⑬【区切り記号による分割】をクリックします。
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【区切り記号による分割】ウィンドウが出ます。
分割の
⑭【一番左の区切り記号】にチェックを入れます。
【OK】ボタンを押します。

【住所1】【住所2】と分割されます。
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⑮【ホーム】タブ

⑯【閉じて読み込む▼】

⑰【閉じて読み込む】

⑮【ホーム】タブをクリックします。
⑯【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑰【閉じて次に読み込む】をクリックします。

⑱【テーブル】をクリックします。
⑲【新規ワークシート】をクリックします。

住所が分割されます。
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PowerQueryデータのクレンジング

⑥列の分割方法3

文字数による分割

上記の様に、最初の【No】と【氏名】文字数による分割を
していきます。

②【データ】タブ

①【アクティブセル】

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】のセルをアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。
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すると【テーブルの作成ダイアルボックス】が出てきます。
※④【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】に
チェックを入れて
【OK】ボタンを押します。

PowerQueryエディタが立ち上がります。

⑤【ホーム】タブ

⑥【列の分割】

⑦【文字数による分割】

⑤【ホーム】タブをクリックします。
⑥【列の分割】をクリックします。
⑦【文字数による分割】をクリックします。
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【文字数による列の分割】ダイアルボックスが出てきます。
⑧【文字数】は【1】にします。
⑨【出来るだけ左側へ1回】をクリックします。
【OK】ボタンを押します。

すると数値と氏名が分割されます。
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⑩【ホーム】タブ

⑪【閉じて読み込む▼】

⑫【閉じて次に読み込む】

⑩【ホーム】タブをクリックします。
⑪【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑫【閉じて次に読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
⑬【テーブル】をクリックします。
⑭【新規のワークシート】をクリックします。

【OK】ボタンを押します。
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上記の様に、最初の【No】と【氏名】文字数による分割が
出来ます。赤枠で囲った【氏名1】のセルを【No】と書き
換えておきます。

完成です。
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PowerQueryデータのクレンジング

⑦プレフィックスの追加

PowerQueryエディタでで左の【整数】を4桁数字の桁数を
揃えた状態で変換します。

①ダブルクリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。
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PowerQueryエディタが起動します。

①【変換】タブをクリックします。
②【書式▼】をクリックします。
③【プレフィックスの追加】をクリックします。

①【変換】タブ

②【書式】

③【プレフィックスの追加】
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フレックスの値に【0000】と入力します。
【OK】ボタンを押します。

上記の様になります。

最後の4文字を抽出

④【変換】タブ

⑤【抽出】

⑥【最後の文字】

④【変換】タブ
⑤【抽出】コマンドをクリックします。
⑥【最後の文字】をクリックします。
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最後の文字を抽出します。
カウントに【4】と入力します。
【OK】ボタンを押します。

4桁の数字になります。



chapter5

76

PowerQueryデータのクレンジング

⑧不要な行の削除

取り込んだ表によっては（上から2行）は、不要な行になっ
ています。本来は3行目から行が開始します。

①ダブルクリック

作業ウィンドウの売上管理表をダブルクリックします。

PowerQueryエディターが立ち上がります。
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2行目に本来はヘッダーにしたい見出しが入っています。
1行目のみ不要な行なので削除します。

①【ホーム】タブ

②【行の削除▼】

③【上位の行の削除】

2行目に本来はヘッダーにしたい見出しが入っています。
1行目のみ不要な行なので削除します。

上位の行の削除ウィンドが出来ます。
今回、1行目の行を削除したいので【1】と入力します。
【OK】ボタンを押します。
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1行目のみ不要な行が削除されます。

本来、見出しとしたい項目が1行目に有りますので見出しと
して【ヘッダーとして使用】

①【ホーム】タブ

②【1行目をヘッダーとして使用】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【1行目をヘッダーとして使用】をクリックします。



chapter5

79

1行目が見出しとして【ヘッダーとして使用】されます。
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PowerQuery データの連結

クエリ―のマージ結合種類

Excel業務をクエリ化する場合には、ほとんど、左外部の操

作で作成すれば事足りますが、２つテーブルを比較して、

不一致のデータがあるものを抽出したい時など、左反、右

反といった結合方法を使用します。

左テーブル、右テーブルのクエリが有ります。この2つの
テーブルを比較します。

①ダブルクリック

左テーブルをダブルクリックします。
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①【ホーム】タブ
②【クエリのマージ】

③【クエリのマージ】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【クエリのマージ▼】をクリックします。
③【新規としてクエリのマージ】をクリックします。

【マージ】ウィンドウが開きます。
①【右テーブル】を▼から選択します。

①【右テーブル】
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②【クリック】

③【クリック】

②左テーブルの【No】をクリックします。
③右テーブルの【No】をクリックします。
【OK】ボタンを押します。

【マージ1】クエリが表示されます。
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クエリ―のマージ結合種類

照合の種類について、結合の種類は、上記の6個の選択肢が
あります。

➢ 左外部
（最初の行すべて、および2番目の行のうち一致するもの）
➢ 右外部
（2番目の行すべて、および最初の行のうち一致するもの）
➢ 完全外部
（両方の行すべて）
➢ 内部（一致する行のみ）
➢ 左反（最初の行のみ）
➢ 右反（2番目の行のみ）

左

右
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➢ 左外部
（最初の行すべて、および2番目の行のうち一致するもの）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

➢ 右外部
（2番目の行すべて、および最初の行のうち一致するもの）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

➢ 完全外部
（両方の行すべて）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

➢ 内部（一致する行のみ）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )
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➢ 左反（最初の行のみ）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

➢ 右反（2番目の行のみ）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

仕様をきちんと理解して、快適に操作しましょう。
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PowerQuery クエリの結合実践編

クエリ連結でVlookupよりも素早くデータ抽出

上記は5名の当選者 IDリストです。

こちらは応募者名簿の画面です。この IDリストを主キーに
して【氏名】【郵便番号】【住所】【電話番号】を
Vlookup関数を使わず、PowerQueryで抽出して行きます。
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当選者 IDリストと応募者名簿をPowerQuery エディター
でテーブルを作成します。

②【データ】タブ

①【アクティブセル】

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

すると【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。

④【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェッ
クを入れます。
【OK】ボタンを押します。

④【チェック】
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PowerQueryエディター画面が起動します。

⑤【クエリの設定のプロバティ】の【名前】を【応募者名
簿】に書き換えます。

⑥【ホーム】タブ

⑦【閉じて読み込む▼】

⑧【閉じて読み込む】

⑥【ホーム】タブをクリックします。
⑦【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑧【閉じて読み込む】をクリックします。
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応募者名簿の【テーブル】が作成されます。【クエリ名】
も応募者名簿となっています。

②【データ】タブ

①【ドラックして選択】

③【テーブルまたは範囲から】

①【表の範囲】をドラックして選択します。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

すると【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。

④【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェッ
クを入れます。
【OK】ボタンを押します。

④【チェック】
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PowerQueryエディター画面が起動します。

⑤【クエリの設定のプロバティ】の【名前】を
【当選者 ID】に書き換えます。

⑥【ホーム】タブ

⑦【閉じて読み込む▼】

⑧【閉じて読み込む】

⑥【ホーム】タブをクリックします。
⑦【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑧【閉じて読み込む】をクリックします。
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応募者名簿の【テーブル】が作成されます。【クエリ名】
も【当選者 ID】となっています。
これでクエリが【応募者名簿】と【当選者 ID】の2つが出来
ます。

①【ダブルクリック】

①【当選者名簿】をダブルクリックします。

PowerQueryのエディターが立ち上がり、【応募者名簿】
と【当選者 ID】の2つのクエリが作成されます。
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二つのクエリを連結（マージ）します。

①【ホーム】タブ

②【クエリのマージ▼】

③【新規としてクエリをマージ】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【クエリのマージ▼】をクリックします。
③【新規としてクエリをマージ】をクリックします。

【マージウィンドウ】が開かれます。
※応募者名簿のリストが入ってます。

④【当選者 ID】を選択します。
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すると、【マージウィンドウ】に【応募者名簿】のリスト
【当選者 ID】のリストが上下に並びます。

どの列を主キーに連結するかを選びます。

⑤上下共、【応募者 ID】を選択します。
⑥左外部
（最初の行すべて、および2番目の行のうち一致するもの）
を選択します。
【OK】ボタンを押します。

⑥選択
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新しく【マージ1】のクエリが作成出来ます。

➢ 右外部
（2番目の行すべて、および最初の行のうち一致するもの）

左 右
(1番目テーブル ) (2番目テーブル )

⑦【クエリの設定のプロバティ】の【名前】を
【当選者】に書き換えます。
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こちら【氏名】【郵便番号】【住所】【電話番号】を抽し
たいので他のものは削除します。

※【Controlキー】を押して、見出し（ヘッダー）の部分を
クリックすると、選択したい箇所をまとめて選択する事が
出来ます。

⑧列を選択して、【右クリック】を押します。
⑨【列の削除】を押します。

⑦【右クリック】

⑧【列の削除】

⑨ドラック

⑩【応募者 ID】の見出しの列を1行目までドラックします。

上記の様なリストが作成出来ます。
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⑪【ホーム】タブ

⑫【閉じて読み込む▼】

⑬【閉じて読み込む】

⑪【ホーム】タブをクリックします。
⑫【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑬【閉じて読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
⑭【テーブル】を選択します。
⑮【新規のワークシート】をチェックします。
【OK】ボタンを押します。

⑭【テーブル】

⑮【新規ワークシート】

当選者リストが完成します。
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データの更新

【当選者 ID】シートで当選者を一行増やします。

【当選者】のシートで右クリックして【更新】を確定します。

リストが1行増えます。
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PowerQuery クエリの総合実践編

テーブルから複数条件で抽出

リスト

抽出条件 PowerQueryでデータを抽出

大量のリストが有る際、抽出条件を入力するだけで、
PowerQueryでデータを抽出する事が出来ます。
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テーブルの作成

②【データ】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェッ
クを入れて
【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

⑤【日付】に【時刻】まで表示してあるので、日付に変更
します。

列タイプの変更ウィンドウが開きます。
⑥【現在のものを置換】をクリックします。



chapter6

101

表示形式が【日付】となります。

⑦【閉じて読み込む▼】

⑥【ホーム】タブ

⑧【閉じて次に読み込む】

⑥【ホーム】タブをクリックします。
⑦【閉じて次に読み込む▼】をクリックします。
⑧【閉じて次に読み込む】をクリックします。
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データのインポートダイアルボックスが出てきます。
⑨【接続の作成のみ】にチェックを入れて
【OK】ボタンを押します。

クエリと接続作業ウィンドウが開きます。
※テーブルが作成されます。
テーブル名を変更して行きます。
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⑩【右クリック】

⑪【名前の変更】

⑩【テーブル1】を右クリックします。
⑪名前の変更を確定します。売上管理表と名前を変更しま
す。

テーブル名が【売上管理表】になります。
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⑫アクティブセル

⑬【データ】タブ

⑭【テーブルまたは範囲から】

⑫【J3】セルをアクティブセルにします。
⑬【データ】タブをクリックします。
⑭【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

【テーブルの作成ダイアルボックス】が出てきます。
⑮【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェッ
クを入れて
【OK】ボタンを押します。

PowerQueryエディタが立ち上がります。
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⑯【ホーム】タブ

⑰【閉じて読み込む▼】

⑱【閉じて次に読み込む】

⑯【ホーム】タブをクリックします。
⑰【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑱【閉じて次に読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
⑲【接続の作成のみ】にチェックを入れます。
【OK】ボタンを押します。

クエリと接続作業ウィンドウに【テーブル2】が作成されま
した。
※同様に名前の変更をします。【品目マスター】に書き換
えます。
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【売上管理表】と【品目マスター】の2つが作成されます。

⑳【品目マスター】をダブルクリックします。

㉑【ホーム】タブ ㉒【クエリのマージ】

㉓【新規としてクエリをマージ】

㉑【ホーム】タブをクリックします。
㉒【クエリのマージ】をクリックします。
㉓【新規としてクエリをマージ】をクリックします。
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【マージ】ウィンドウが出ます。

㉔【売上管理表】を選択します。
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㉕【Control】を押しながら【品目】【業者 ID】をクリッ
クします。
㉖【左外部（最初の行すべて、および2列目の行のうち】を
クリックします。
【OK】ボタンを押します。

㉗【フィルター】

㉗【フィルター】ボタンをクリックします。
㉘【品目】【業者 ID】以外のものにチェックを入れます。
㉙【元のレ悦明をフレフィックスとして使用します】に
チェックを入れます。
【OK】ボタンを押します。
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すると上記の様に表が作成されます。

㉚【ホーム】タブ

㉛【閉じて読み込む▼】

㉜【閉じて次に読み込む】

㉚【ホーム】タブをクリックします。
㉛【閉じて読み込む▼】をクリックします。
㉜【閉じて次に読み込む▼】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
㉝【テーブル】をクリックします。
㉞【既存のワークシートをクリックして】【J9】のセルを
選択します。
【OK】ボタンを押します。
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すると、桃の品目・ IDから全ての情報を抽出する事が出来
ます。

バナナの情報に書き換えてみます。

【右クリック】

抽出した表で【右クリック】して【更新】を確定します。
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【バナナ】の情報が抽出されます。
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PowerQuery クエリの追加

データの連結

別のシートにまとめられた、「行」を1つにまとめることで
す。

社員マスタ_2021

社員マスタ_2022

A B

データ連結
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②【データ】タブ

①【アクティブセル】

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

社員マスタ_2021のExcelファイを開きます。

④プロバティで名前の爛に、【社員マスター_2021】と入
力します。

【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。
【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェック
を入れます。
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【クエリ名】が変更されます。
【時間帯】まで表示されてます。

⑤クリック

⑥日付

⑤【フィルター】をクリックします。
⑥【日付】をクリックします。

【列タイプ変更】ダイアルボックスが出てきます。
⑦【現在のものを置換】をクリックします。

時間帯



chapter6

115

⑤【閉じて次に読み込む】をクリックします。

⑥【社員マスタ_2021】クエリが作成されます。

【表示形式】が日付になります。
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社員マスタ_2022のExcelファイを開きます。

⑧【データ】タブ

⑨【アクティブセル】

⑦【テーブルまたは範囲から】

⑦【A1】をアクティブセルにします。
⑧【データ】タブをクリックします。
⑨【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

【テーブルの作成】ダイアルボックスが出てきます。
【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェック
を入れます。
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テーブルの名前を【社員マスタ_2021】を変更します。

【クエリ名】が変更されます。

入社日が、時間帯になってます。
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⑩クリック

⑪日付

⑩【左上】をクリックします。
⑪【日付】をクリックします。

【列タイプの変更】ダイアルボックスが出てきます。
⑫【現在のものと置換】をクリックします。

入社日の表示形式は【日付】に変更されます。
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⑪【社員マスタ_2021】クエリが作成されます。

⑩【閉じて次に読み込む】をクリックします。

【社員マスタ‗2021】の下に【社員マスター‗2022の表を
追加します。
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ここでは、【クエリの追加】コマンドを使用します。

①【データ】タブ

②【データの取得▼】

③【クエリの結合】

④【追加】

①【データ】タブをクリックします。
②【データの取得▼】をクリックします。
③【クエリの結合】をクリックします。
④【追加】をクリックします。
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すると【追加】ウィンドウが開きます。

⑤【最初のテーブル】を【社員マスター_2021】を選択し
ます。
⑥【2つ目のテーブル】を【社員マスター_2022】を選択し
ます。

【OK】ボタンを押します。



chapter6

122

追加された【PowerQueryエディタ】が立ち上がります。

2021年の下に2022年が追加された状態になります。
後は、必要なデータのクレンジングを行って、閉じて読み
込む一連の作業をすれば、完成です。
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PowerQuery レイアウト変更①

表の整形・加工

元データの表をレイアウト変更すること
（クロス集計表＝テーブルなど）

使いやすい表レイアウトにすることで、集計効率UP

ビフォー アフター
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②【ホーム】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【ホーム】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④先頭行をテーブルの見出しとして使用する
【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

②【変換】タブ
①【行】を選択

③【列のピポット解除】

①【行】を選択します。
②【変換】タブをクリックします。
③【列のピポット解除】をクリックします。

上記の様になります。
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④【月】と【金額】を入力します。

⑤【フィルター】

⑥【昇順で並べ替え】

⑤【フィルター】をクリックします。
⑥【昇順で並び替え】をクリックします。

⑦【月】が4月～5月となります。
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①【ホーム】タブ

②【閉じて読み込む▼】

③【閉じて次に読み込む】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【閉じて読み込む▼】をクリックします。
③【閉じて読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
④【テーブル】にチェックを入れます。
⑤【新規ワークシート】をクリックします。

⑤【新規ワークシート】

④【テーブル】
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レイアウト変更がになってクロス集計表が完成しました。
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②【ホーム】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【ホーム】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④先頭行をテーブルの見出しとして使用する
【OK】ボタンを押します。

PowerQuery レイアウト変更②

表の整形・加工2
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

①【変換】タブ

②【列】を選択

③【列のピポット解除】

④【列のピポット解除】

①【変換】タブをクリックします。
②【列】を選択します。
③【列のピポット解除▼】をクリックします。
④【その他の列のピポット解除】をクリックします。
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④【月】と【金額】を入力します。

⑤【フィルター】

⑥【昇順で並べ替え】

⑤【フィルター】をクリックします。
⑥【昇順で並び替え】をクリックします。

⑦【月】が4月～5月となります。
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①【ホーム】タブ

②【閉じて読み込む▼】

③【閉じて次に読み込む】

①【ホーム】タブをクリックします。
②【閉じて読み込む▼】をクリックします。
③【閉じて読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
④【テーブル】にチェックを入れます。
⑤【新規ワークシート】をクリックします。

⑤【新規ワークシート】

④【テーブル】
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レイアウト変更がになってクロス集計表が完成しました。



chapter7

134

PowerQuery レイアウト変更③

行・列の入れ替え

縦軸の社員情報と横軸の月のクロス集計表です。
縦軸と横軸の入れ替えをします。
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②【ホーム】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【ホーム】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④先頭行をテーブルの見出しとして使用する
【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

⑤【変換】タブ

⑥【入れ替え】

⑤【変換】タブをクリックします。
⑥【入れ替え】をクリックします。

月の情報や社員番号、見出しの部分が消えてしまいます。
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memo

ヘッダーの情報は、入れ替えると消えてしまいます。
事前にヘッダーを1行目にします。

①【変換】タブ

②【1行目をヘッダーとして使用▼】

③【ヘッダーを1行目として使用】

①【変換】タブをクリックします。
②【1行目をヘッダーとして使用▼】をクリックします。
③【ヘッダーを1行目として使用】をクリックします。

ヘッダーが【1行目】となります。
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④【変換】タブ

⑤【入れ替え】

④【変換】タブをクリックします。
⑤【入れ替え】をクリックします。

1行目の情報をヘッダーとして使用します。

⑥【変換】タブ

⑦【1行目をヘッダーとして使用▼】

⑥【変換】タブをクリックします。
⑦【1行目をヘッダーとして使用】をクリックします。

ヘッダーに社員番号が作成されます。
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PowerQuery レイアウト変更④

ピポット形式の表を列に変換

上記の様な表で、セルの結合等をされている、レイアウト

では、表の集計が出来ません。項目をきちんとリスト形式

にする必要が有ります。上記の表を手作業でリスト形式に

するには、かなりの時間と労力がかかってしまいます。

今回はPowerQueryを使って、レイアウトを変更します。
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完成版は、上記の様になっています。

memo

PowerQueryエディタを使う事でスムーズに表をカスタマ
イズ出来ます。
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②【データ】タブ

①アクティブセル

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④先頭行をテーブルの見出しとして使用する
【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

表の列・行の入れ替え

⑤【変換】タブ

⑥【入れ替え】

⑤【変換】タブをクリックします。
⑥【入れ替え】をクリックします。

【行】と【列】が入れ替わります。
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1行目をヘッダーとして使用

⑦【変換】タブ

⑧【1行目をヘッダーとして使用】

⑦【変換】タブをクリックします。
⑧【1行目をヘッダーとして使用】をクリックします。

1行目がヘッダーとして使用されます。

フィルを使用し空白を埋める

⑩【変換】タブ

⑪【フィル▼】

⑫【下】

⑨【No】の列を選択します。
⑩【変換】タブをクリックします。
⑪【フィル▼】をクリックします。
⑫【下】をクリックします。

⑨【列を選択】



chapter7

144

すると上記の様に、空白を埋める事が出来ます。

↑上記も同じように空白を埋めます。

⑬【列を選択】

⑭【変換】タブ

⑮【フィル▼】

⑯【下】

⑬【列を選択】します。
⑭【変換】タブをクリックします。
⑮【フィル▼】をクリックします。
⑯【下】をクリックします。
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すると上記の様に、空白を埋める事が出来ます。

ピポット解除

⑰【変換】タブ
⑱【列のピポット解除】

⑲【その他列のピポット解除】

⑰【3列】を選択します。
⑱【変換】タブをクリックします。
⑲【列のピポット解除】をクリックします。
⑳【その他のピポット解除】をクリックします。

⑰【選択】
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すると、列と行が入れ替わり上記の様にリスト形式の表に
なります。

フィールド名の変更

上記のフィールド名の変更をします。

フィールド名の変更をしました。
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Excelファイルに読み込む

㉒【ホーム】タブ

㉓【閉じて読み込む▼】

㉔【閉じて次に読み込む】

㉒【ホーム】タブをクリックします。
㉓【閉じて読み込む▼】をクリックします。
㉔【閉じて次に読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
【テーブル】を選択して【新規ワークシート】を選択し
【OK】ボタンを押します。
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セルの結合をさせていた表がリスト形式になり、情報を抽
出できるようになります。
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PowerQuery レイアウト変更⑤

レコードの行をリストにして集計

上記の様に1レコードの表をリスト形式にして、集計しやす
い様にカスタマイズしていきます。

memo

PowerQueryエディタをを使用するとスムーズに表をカス
タマイズ出来ます。
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アクティブセル

①上記を【アクティブセル】にして、
【キーボード】の【Control+A】を押します。
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表全体を選択する事が出来ます。
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②【データ】タブ

③【テーブルまたは範囲から】

②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。
④先頭行をテーブルの見出しとして使用するにチェックを
いれず、【OK】ボタンを押します。
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PowerQueryエディタが立ち上がります。

⑤【ホーム】タブ

⑥【値の置換】

⑤【ホーム】タブをクリックします。
⑥【値の置換】をクリックします。

値の置換

【値の置換】ダイアルボックスが出てきます。
⑦【検索する値】を【No】と入力し、置換後の文字列を空
白にします。
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上記の様に【No.】が数字だけになります。

⑧【変換】タブ

⑨【フィル▼】

⑩【下】

⑧【変換】タブをクリックします。
⑨【フィル▼】をクリックします。
⑩【下】をクリックします。

入力漏れ フィル



memo
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上記の様に入力漏れがなくなります。

【No】【県】【年齢】【職種】【講座をしったきっかけ】
をヘッダーにする操作をします。
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⑪【変換】タブ

⑫【列のピポット】

⑪【変換】タブをクリックします。
⑫【列のピポット】をクリックします。

⑬【列3】を選択

⑭【詳細オプション】

⑬【列3】を選択します。
⑭【詳細オプション】クリックします。
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⑮【集計しない】を選択します。

すると、1レコードの表をリスト形式にして、集計しやすい
様にカスタマイズ出来ます。

⑯Noに書き換えます。
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⑰【ホーム】タブ

⑲【閉じて次に読み込む】

⑱【閉じて次に読み込む▼】

⑰【ホーム】タブをクリックします。
⑱【閉じて読み込む▼】をクリックします。
⑲【閉じて読み込む】をクリックします。

データのインポートダイアルボックスが出てきます。
⑳【テーブル】を選択して、【新規】ワークシートに
チェックを入れます。
【OK】ボタンを押します。

上記の様に【データ】がインポートされます。

この様に、PowerQueryエディタをを使用するとスムーズ
に表をカスタマイズ出来ます。
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PowerQuery データの抽出

複数条件で抽出 OR（または）

ここでは、2021/10/5以前と2021/10/10以降のデータを
抽出します。
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②【データ】タブ

①【アクティブセル】

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

【テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。】
【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェック
をして
【OK】ボタンを押します。
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そうするとPowerQueryエディター画面が起動します。

【日付】に【時刻】が入っているので【日付】の表示形式
にします。
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①【日付】をクリック

②【日付】

①【日付】をクリックします。
②【日付】の表示形式を選びます。

【列タイプの変更】ダイアルボックスが出てきます。
【現在のものを置換】をクリックします。

【表示形式】が【日付】として変更されます。
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抽出する条件を設定

抽出する条件を設定します。

②【列の追加】

①【列】を選択

③【条件列】

①【日付の列】を選択します。
②【列の追加】タブをクリックします。
③【条件列】をクリックします。

【条件列の追加】ダイアルボックスが出てきます。

【条件】に④【日付】を選んで、【演算子】に⑤【次の値
以前】を選びます。
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⑥【クリック】

⑦【クリック】

【値】は
⑥【カレンダー】をクリックします。
⑦【10/1】をクリックします。

⑧【列の選択】

【出力】は
⑧【列の選択】をクリックします。

⑨【金額】

出力【フィルター】から
⑨【金額】を選択します。
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⑩【句の追加】

⑩【句の追加】をクリックします。

⑪同じ様に条件式を追加していきます。

条件：日付
演算子：次の値以降
値：2021/10/10
出力：金額

⑫【OK】ボタンを押します。
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新しい列が追加されます。
追加された列の【null】をフィルターで除きます。

⑬【フィルター】

⑭【チェック】

⑬【フィルター】をクリックします。
⑭【null】のチェックを外します。
【OK】ボタンを押します。
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2021/10/5以前と2021/10/10以降のデータが抽出されま
す。
【カスタム】の列は必要ないので削除します。

⑮【右クリック】
⑯【削除】

⑮【カスタム】の列を【右クリック】します。
⑯【削除】を選択します。

上記の様に【カスタム】の列が削除されます。



chapter8

168

⑰【閉じて次に読み込む】をクリックすると、Excelシート
に読み込まれます。
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PowerQuery データの抽出

複数条件で抽出 AND（かつ）

ここでは、2021/10/5～2021/10/10のデータを抽出しま
す。
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②【データ】タブ

①【アクティブセル】

③【テーブルまたは範囲から】

①【A1】をアクティブセルにします。
②【データ】タブをクリックします。
③【テーブルまたは範囲から】をクリックします。

【テーブルの作成ダイアルボックスが出てきます。】
【先頭行をテーブルの見出しとして使用する】にチェック
をして
【OK】ボタンを押します。
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そうするとPowerQueryエディター画面が起動します。

【日付】に【時刻】が入っているので【日付】の表示形式
にします。
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①【日付】をクリック

②【日付】

①【日付】をクリックします。
②【日付】の表示形式を選びます。

【列タイプの変更】ダイアルボックスが出てきます。
【現在のものを置換】をクリックします。

【表示形式】が【日付】として変更されます。
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抽出する条件を設定

抽出する条件を設定します。

②【列の追加】

①【列】を選択

③【条件列】

①【日付の列】を選択します。
②【列の追加】タブをクリックします。
③【条件列】をクリックします。

【条件列の追加】ダイアルボックスが出てきます。

④【列名】には日付を選択します。
⑤【演算子】には【次の値以降】を選択します。
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⑥【日付】

⑦【日にち】

⑥【値】の日付の箇所をクリックします。
⑦【2021/10/5】～なので10/5の【5】をクリックします。

⑧【出力】で【▼】から【列の選択】をクリックします。

⑨【出力】は金額を選択します。
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【OK】ボタンを押します。

PowerQueryエディタ画面になります。
※カスタムの列が追加されます。
2021/10/1～2021/10/4まで【null】と言う結果になりま
す。
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⑪【列の追加】タブ

⑩【列】を選択

⑫【条件列】

⑩【列】を選択
⑪【列の追加】タブをクリックします。
⑫【条件例】をクリックします。

⑬
条件：日付
演算子：次の値以前
値：2021/10/10
出力：金額
を選択します。

【OK】ボタンを押します。
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【カスタム1】の列が追加されます。

【カスタム1】と【カスタム2】の【null】を除外します。
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⑭【フィルタ】

⑮【チェック】を外す

⑭【フィルタ】をクリックします。
⑮【null】のチェックを外します。
【OK】ボタンを押します。

⑯【フィルタ】

⑰【チェック】を外す

⑯【フィルタ】をクリックします。
⑰【null】のチェックを外します。
【OK】ボタンを押します。
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【2021/10/5～2021/10/10】までのリストが抽出されま
す。

【カスタム1】と【カスタム2】の列は必要なくなったので、
削除します。

⑱【ホーム】タブ

⑲【閉じて次に読み込む】

⑱【ホーム】タブをクリックします。
⑲【閉じて次に読み込む】をクリックします。

Excelシートにインポートする事が出来ます。


